
学生時代、大学を休学し、コピーライターとして大阪の出
版会社で勤めておりました。1日の多くの時間をPCの前で
過ごし、自然が身近にない生活に違和感を感じていました。
鹿児島県にある屋久島へ一人旅へ行き、田舎暮らしの豊か
さに感化され、田舎の人の温もりや自然の豊かさを感じな
がら〈生きる選択肢〉を探していました。そんなタイミン
グで、宇治田原町と出会い、まちの人や自然に魅力を感じ
て協力隊を応募するに至りました。

京都府宇治田原町 高橋 一樹 観光・情報発信

【年 齢】
26歳

【出身地】
和歌山県 橋本市

【転出元】
大阪府 大阪市

【前 職】
学生

【活動時期】
R3.3～ R6.3

（2年目）

【メディア等の取材連絡先】
〔メールアドレス〕shoukou@town.ujitawara.lg.jp（宇治田原町産業観光課）
〔電話番号〕0774-88-6638（宇治田原町産業観光課）
【活動の様子を発信しているSNS・ブログなど】
（協力隊通信）

https://www.instagram.com/ujitawara_kyoto/?hl=ja
https://m.facebook.com/宇治田原町観光情報－150800842112695/

協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

連絡先

活動内容基本情報

●観光交流施設「宗円交遊庵やんたん」の運営支援

●地域の自然を利用したイベント・講座等の開催
前年度に引き続き、地域にある豊かな自然を活かし
たイベントとして、専門人材を講師に招いた「土壁
アート」イベントを開催。子どもたちを中心に12名
の参加がありました。今後も定期的に地域の自然・
文化に触れることのできるイベント等を開催する予
定。

●地域の特色を活かした商品開発と情報発信
「協力隊通信」として、地域の観光施設等をインス
タやＦＢで発信中。また、今年度からの取り組みと
して、耕作放棄茶園を整備し茶の実を収穫して〈美
容オイル〉作りを進めています。収穫や皮むき等の
作業は地域の方々にもお手伝いいただいています。

宇治田原町の観光交流の拠点「宗円交遊庵やんた
ん」の運営支援として、接客・会計・渉外・在庫管
理等を担っています。イベント運営のサポートも任
されており、2022年10月に開催された「やんたんマ
ルシェ」では、企画・準備・出展者の呼びかけ等を
行いました。

憧れの生活とはいえ、食べていけなければ活動は続けてい
くことができません。任期後、生計を立てられる事業を築
いていきたいです。また、地域の方々に返せないほどの恩
恵をいただいており、なんらかの形でお返ししたいので、
自分が生計を立てられるだけでなく、地域の方々に少しで
もお返しできる事業を築いていきたいと思います。
また、大阪で仕事をしていた時、生きる気力を失っていた
時期がありました。いつか、そんな人たちを温かく迎え入
れる環境を作ることができたらと思っております。
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